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血液･･体液の人獣鑑別に関する研究

勾坂 畢 (岐特大･医)
沖川 昇 ( b )
岩佐 峰堆 ( 〃 )

法医鑑誠で.血税の人猷鑑別に使FT]するウサギ

抗ヒトヘモグロビン (抗Hb)はヒトHbと三相こサ

ルHbとも反応し.ヒト･サルのn別は囚mであ

る｡‡先々 はサル抗Hbの托屑pq別力を検討してき

たが.本研死ではヒトachain-サルPchain

(ヒトd ･サルP)と.ヒトP･サルaをサルに
免放し･ヒトα･P の種屑特異性について検討し
た｡Ofせて各種サルの血清と抗ヒト血清タンパク

とを反応させ.種差を定性 ･定量的に検討した.

ヒト.サルHbをPCMB法によりd,Pに開裂
させCM-celluloseで分離した｡ヒトα･サルβ.
サル α･ヒトβのハイブリッドをニホンザル各2

掛 こ.免疫原として各25mgを退1回･6退肪注

した｡α免疫サルの1頭は巾速で死亡した｡3頭

の抗体力価をリングテストで検査すると.挽 αで

は1:8の抗Pでは1:256 (兆に抗原汲皮5mg
/RE)の抗原価が確認された｡これらは.ヒトと

ニホンザルのa･Pの構造上の差をサルが識別した
ことになる｡サル抗Hbをヒトα･βと反応させ
ると.aのみが反応することを孜々は認めている｡

これは.β にヒト特異抗原がないように受けとれ

るが.今回の実験からPにもヒト特異抗原が存在

し.ヒトHbによる免疫ではaとの抗原斑合によ

り抗Bが産生されなかったものと考えられる｡本

実験で得られた抗Pは･ヒトとチンパンジーなど

の苗等詔長頬とのみ反応し.法医鑑nの実務で使

FT]できる (節67次日本法医学会捻会発表)｡

次に,19位45頭のサル血清を抗ヒト血桁によ

る交叉免疫電気泳動を行なうと.チンパンジーで

は35本の沈降緑が生じ,以下分析学的な序列に

従って減少した｡mono-specificな8位の抗 ヒ

ト血清タンパクによる一元免疫拡散法でタンパク

定員を行なうと.序列に無関係と恩われるタンパ

ク分布が認められ.その意味づけを検討している

(節33回昭気泳動学会給会発衣)｡

標稔法によるサル･外側膝状体皮質投射の解析

水野 昇 (京大 ･医)

伊 藤 和 夫 ( o )

外側膝状体一視覚領皮質路は噂乳類視覚系の板

幹をなす神経路であるが.動物種によってその構

成が異なるといわれてきた｡ネコの外側膝状体は

17野の中ではⅣおよびⅥ屑に加えてⅡ層.Ⅰ層な

どの表層に投射する｡一方サルでは.外側膝状体

線維は17野表層には終止せず.こゐ領域は枕核

の投射部位であるといわれてきた｡ネコの場合.

17野表層に終止する外qq膝状体緑経の起始細胞

は主に小細胞C屑のニューロンであり.てれらの

ニューロンは桐朕のW-細胞および上丘践屑から

の入力を受けることが知られている｡サルでネコ

の小細胞性C周を構成するニューロンに相同と考

えられるのは.細胞梢築および線維迎路の所見か

らS屑および眉間符に存在する小形ニューロンで

ある｡もしこれが正しければ.サルの外側膝状体

もネコと同様に17野表層に投射する可能牲が花

い｡本研究はサルの外側膝状のとくに17野次屑

への投射の有無を明らかにする口約で行なわれた｡

サルの外側膝状体に小変旺牙疑似粥と結合させ

た西洋ワサビ過酸化僻荒くWGA-IIRP)を注入
すると.木酢累によって標識された外側膝状体線

維の終末が17野のⅣ屑に密に分布している伐が

観察された｡これに加えてⅡ屑の深部および Ⅰ屑

にも標識終末がみられ,とくにⅡ屑深部の終末の

分布様式は柱状あるいはパッチ状であった｡各パ

ッチ間の間隔は450-500JLmであり. このパッ

チ状分布はoculardominancecolumnとはljq.な

り.眼球優位性とは頼関係であった｡つぎに17

野表屑へ終止する外側膝状体線維の起始細胞を同

定するために.この領城へWĜ -1Htl'を限局注
入すると.SILqおよび屑関村の小形ニューロンが
主に標試された｡

今回の結果から.サルの外川膝状体はネコと同

様に 17野の ]屑および皿屑にも投射し.その包

始細胞はS屑および眉間昭の小形ニューロンであ

ること.とくに正岡深部の終末は特徴的なバッチ

状配列を里することが明らかとなった｡

霊長類にみられる血液型活性の鹿器内分布

石 山 畳 夫 (帝京大 ･医)

村越弘 昌 ( ,y )

ヒトにおける各種抗原 (ABO血液型抗原.性

器特に前立腺由来の抗原ならびに軟性ホスフ7タ

ーゼ.ミオグロビン)の粗放内分布ならびにその

消長は,遺伝分子学や臨床医学の領域において笠
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要祝されるようになってきている｡しかし.これ

らの実験的な真付けは下等動物を用いた場合には

かなり問題点が多い｡そこで.サルを用いて分析

したとこ.ろ.以下の如き興味ある所見が得られた｡

1)血液型抗原についての研究成果

ABO血液型類似抗原はヒト以外にも動植物界

に広く分布していることは既知の事実であるが.

その生合成過程がヒトの場合と同一であるか否か

についてはよく知られていない｡我々は.ABO

抗原の前駆物質であるH抗原とAならびにB抗原

(般終抗原)の同一組綴内における局在性につい

て分析したところ.ウサギやモルモットについて

はヒトとは生合成パターンが異なっていることを

見出している｡そこで.サルについて分析したと

ころ,下級サル (Black-neckedtamarin,Tufted

capuchinmonkey,Collaredtitimonkey,Red

howlermonkey,White-frontedcapuchinmon-

key,Monksaki,CommonsquirrelMonkey)

や打抜サル(Chimpanzee,Blackgibbon,Stump-
tailcdmonbey,Formosanmonkey,Rhesus

monkey,Japanesemonkey)のいずれにもヒト

と同様のABO抗原の生合成パターンがあること

がホルマリン固定臓器からの凍結切片を用いた混

合投災反応によって証明された｡

2)サル心肪内の ミオグロビンの消長についての

研兜｡,'a性心疾瓜のモデル実験としてサルの心臓

内の ミオグロビンの消長を抗ヒト･ミオグロビン

によって判別できることが証明できた｡本所見は

ヒトの心疾瓜を血約学的に解析するのに極めて重

出な所見である｡

3)サルの内外性器には血清学的にヒトに極めて

朔似した抗原が存在することが判明した｡

霊長類における免疫グロブリン遺伝子の進化

植 田 信太郎 (東大･理)

霊長類の進化に関する分子レベルからの研究は

近年急速に発展してきたが,これらの研究のほと

んどは遺伝物質であるI)NAの二次産物であるタ

ンパクを用いた間接的なものであった｡しかし最

新の分子生物学的手法を用いることによりDNA

の直接的分析が可能となり,タンパクレベルでは

!l【矢上不可能であった,生物進化に重要な役割を

はたしてきた迫伝子重複を容易に検出することが

できるようになった｡

免疫グロブリンIgEのⅡ鎖定常部を支配する

CE遺伝子はヒトのゲノム中に少なくとも3つ存

在する｡このうちCg3遺伝子は発現される迫伝子

(Cel迫伝子)に存在する3つのイントロンを完

全に欠失すると共に.ポリ(心付加シグナル下流に

31塩基からなるアデニンに富んだ配列がみられ.

processedgene の一つであると考えられる｡更

にこのCE3旋退伝子の両端にはレトロウイルスの

I'TR様構造がみられ.動く退伝子 トランスポゾ
ンと類似の構造をしていた｡このCE3擬逝伝子は

一度RNAの形を介しプロセシングをうけT=のち

逆転写によりDNAとなり再びゲノム中に組込ま

れ形成されたと考えられる｡従来真核生物で考え

られてきたDNAの進化とは異なる.この動的な

進化が霊長類においていかになされてきたかを探

る為.原泣3屈3超.新世界ザル6屑7槌.旧tLT

界ザJt,5屈13種ならび雑種1種.おJ:び類人独

3屈4位より血液を採取.リンパ球よりDNAを

抽出後.種々の制限酵素にて切断.サザンハイブ

リダイゼーション法により検索の結果.少なくと

もヒト上科とオナガザル上科の分岐以抑 ここの

processedgeneが形成されたと推測された｡ま

た別のCC擬迫伝子 (CE2退伝子)は比較的以近生

じた迫伝子重複により形成されたことが示唆され

た｡現在.雷長類におけるCH迫伝子群の相成に

関する更に詳細な分析を進めている｡

ニホンザルの音声コミュニケーション

- 嵐山群と下北Al群-

井上美智享 (大阪市大･理)

鈴木久代*(岩田山自然遊園地)
*共同実験者

嵐山群の音声レパー トリーを他群と比較するた

め.1982年6月に捕投前の下北Al群を観糾 し

た｡約70時間群れと行動を共にし.ランダムに音

声を録音し.発声状況を記録した｡279の音声群

を録音し.それらに含まれる254声をソナグラフ

で分析した｡

耳によっても.ソナグラフのパターンによって

も識別可能な19超の嵐山群の音声のうち.15位

が下北Al群で確認できた｡碇認できなかった4

位は嵐山群においてもまれにしか聞かれない.或

いは発情期にしか聞かれないものであった｡地山

群の19種に対応する44のソナグラフのパターン
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